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。
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で
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点
や

  

記
号
も
一
字
と
数
え
る
こ
と
。
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次
の
―
―
部
に
つ
い
て
、
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直

し
な
さ
い
。

１　

大
会
の
運
営
に
あ
た
る
。

２　

問
い
か
け
に
応
答
す
る
。

３　

弓
道
部
に
入
る
。

４　

大
き
な
館
の
写
真
。

５　

キ
ン
セ
ン
感
覚
を
養
う
。

６　

カ
イ
ガ
教
室
に
通
う
。

７　

年
長
者
を
ウ
ヤ
マ
う
。

８　

ガ
イ
ト
ウ
で
演
説
を
す
る
。

次
の
１
～
４
の
熟
語
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
説
明
を
、
ア
～
エ
の
中
か
ら

選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
記
号
を
二
回
使
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
）。

１　

昔
話

２　

荷
物

３　

教
育

４　

毎
朝

ア
、
訓
読
み
＋
音
読
み

イ
、
音
読
み
＋
音
読
み

ウ
、
音
読
み
＋
訓
読
み

エ
、
訓
読
み
＋
訓
読
み

一

二
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三
『
四
字
熟
語
』
に
つ
い
て
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（1）　

次
の
１
～
４
の
四
字
熟
語
の
意
味
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
ア

～
エ
の
中
か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
（
同
じ
記
号

を
二
回
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
）。

１　

我
田
引
水　
　

２　

付
和
雷
同

３　

臨
機
応
変　
　

４　

一
刀
両
断

ア
、
す
み
や
か
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
処
置
を
す
る
こ
と
。

イ
、
突
然
の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
。

ウ
、
自
分
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
物
事
を
す
す
め
る
こ
と
。

エ
、
自
分
の
考
え
を
持
た
ず
に
、
他
人
の
意
見
に
同
調
す
る
こ
と
。

（2）　
『
因
果
応
報
』
と
同
じ
意
味
を
持
つ
四
字
熟
語
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
、
机
上
空
論　
　

イ
、
自
業
自
得

ウ
、
後
生
大
事　
　

エ
、
一
日
千
秋

（3）　

次
の
１
～
３
の
四
字
熟
語
に
つ
い
て
、
間0ま

違0
ち
が

っ
て
い
る
漢
字

0

0

0

0

0

0

を
そ
れ

ぞ
れ
一
字
ず
つ
ぬ
き
出
し
て
、
正
し
い
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

１　

大
期
晩
成　
　

２　

絶
対
絶
命　
　

３　

温
古
知
新
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先
生
…
漢
字
は
古
代
中
国
で
誕
生
し
、
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

半
島
を
経

て
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
漢
字
で
す
が
、
成
り
立

ち
や
構
造
に
よ
っ
て
「
象

し
ょ
う

形け
い

」「
指し

事じ

」「
会か
い

意い

」「
形け
い

声せ
い

」
の
四
つ
に

分
類
さ
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

生
徒
…
「
雨
」
と
い
う
漢
字
が
「
象
形
」
文
字
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
…
そ
の
と
お
り
で
す
。「
象
形
」
文
字
は
、
も
の
の
形
を
え
が
い
た
絵
文

字
を
も
と
に
生
ま
れ
た
漢
字
で
す
。「
雨
」
と
い
う
漢
字
は
、
空
か
ら

雨
が
降
る
様
子
を
え
が
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、「
指
事
」
文
字
は
、

形
で
表
す
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
ら
を
点
や
線
で
示
し
た
も
の
で
す
。

生
徒
…
漢
数
字
の
「
一
」
や
「
二
」
の
よ
う
な
漢
字
で
す
ね
。「
会
意
」
文
字
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

先
生
…
「
会
意
」
文
字
は
、
二
文
字
以
上
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
別
の
意
味

を
表
す
文
字
と
な
っ
た
漢
字
で
す
。「
口
」
と
「
鳥
」
で
「
鳴
」
や
「
日
」

と
「
月
」
で
「
明
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
…
「
飯
」
と
い
う
漢
字
も
「
会
意
」
文
字
で
し
ょ
う
か
。

先
生
…
い
い
え
。「
飯
」
は
「
形
声
」
文
字
で
す
。「
形
声
」
文
字
は
「
意
味
を

表
す
漢
字
」
と
「
発
音
を
表
す
漢
字
」
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
た
漢
字

の
こ
と
で
す
。「
飯
（
ハ
ン
）」
は
「
食
」
が
意
味
を
表
し
、「
反
（
ハ
ン
）」

が
発
音
を
表
し
て
い
ま
す
。
意
味
を
表
す
部
分
は
部
首
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、「
飯
」
は
「
し
ょ
く
へ
ん
」
と
な
り
ま
す
。

生
徒
…
「１
問
」
は
、
発
音
を
表
す
「
門
（
モ
ン
）」
と
い
う
部
分
と
口
（
言
葉
）

を
使
っ
て
た
ず
ね
る
と
い
う
意
味
の
「
口
」
で
構
成
さ
れ
た
漢
字
で
す

が
、
こ
れ
も
「
形
声
」
文
字
で
し
ょ
う
か
。

先
生
…
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
「
形
声
」
文
字
は
、
漢
字
の
八
割
を
し
め
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
…
漢
字
の
八
割
が
「
形
声
」
文
字
と
い
う
の
は
驚お

ど
ろき
ま
し
た
。

先
生
…
で
は
、「
川
」
と
い
う
漢
字
は
、「
象

し
ょ
う

形け
い

」「
指し

事じ

」「
会か
い

意い

」「
形け
い

声せ
い

」

の
ど
れ
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
か
。

生
徒
…
両
側
の
岸
の
間
を
水
が
流
れ
て
い
る
様
を
表
し
て
い
る
の
で
、

　
　
　
「 

２

 

」
文
字
で
す
。

先
生
…
そ
の
通
り
で
す
。
漢
字
は
奥お

く

深ぶ
か

い
も
の
で
す
。
漢
字
の
成
り
立
ち
を
調

べ
て
み
る
と
面
白
い
で
す
よ
。

次
の
先
生
と
生
徒
の
会
話
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

四
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問
一　

―
―
１
「
問
」
の
部
首
名
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
、
ご
ん
べ
ん　
　

イ
、
も
ん
が
ま
え　
　

ウ
、
く
ち　
　

エ
、
ひ

問
二　

２

 

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
の

中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
、
象
形　
　

イ
、
指
事　
　

ウ
、
会
意　
　

エ
、
形
声

問
三　

会
話
文
の
内
容
と
照て

ら
し
合
わ
せ
て
、
正
し
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
、
漢
字
は
朝
鮮
半
島
発は

っ

祥し
ょ
うと
さ
れ
て
い
て
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
仏

教
と
と
も
に
日
本
で
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

イ
、
漢
数
字
の
「
一
」
は
、
形
で
表
す
こ
と
が
難
し
い
も
の
を
点
や
線

の
組
み
合
わ
せ
で
示
し
た
「
象
形
」
文
字
で
あ
る
。

ウ
、
中
国
で
生
ま
れ
た
漢
字
は
成
り
立
ち
や
構
造
に
よ
っ
て
四
種
類
に

分
類
さ
れ
、
そ
の
二
割
は
「
会
意
」
文
字
で
あ
る
。

エ
、「
飯
」
の
よ
う
に
意
味
を
表
す
部
分
と
発
音
を
表
す
部
分
が
組
み

合
わ
さ
っ
て
で
き
た
漢
字
を
「
形
声
」
文
字
と
い
う
。
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あ
な
た
に
と
っ
て
の
昨
年
一
年
間
を
漢
字
一
字
で
表
す
と
何
に
な
り
ま
す

か
。
漢
字
一
字
を
あ
げ
、
そ
の
理
由
を
百
五
十
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い

（
句
読
点
や
記
号
も
一
字
と
数
え
る
こ
と
）。

七


